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県内文化財の新規国登録について 
平成２９年８月２日 
文 化 財 課 

 
 平成２９年７月２１日（金）、国の文化審議会（会長  馬淵明子 国立西洋美術館館長）は、
下記の建造物を国登録文化財へ登録するよう文部科学大臣に答申しました。  
 

記  
１ 文化財の名称 

 
 ○山王日吉神社本殿（鳥取市布勢）１件  
 

○田中家住宅主屋（鳥取市鹿野町）１件  
 
○東光園本館（米子市皆生温泉） １件  
 
○丸井家住宅主屋、離れ、土蔵、茶室、待合及び塀・袖垣、塀（倉吉市越中町）６件  
 
○大山寺本堂、鐘楼（大山町大山）２件  
 
○佐々木家住宅主屋、新座敷、穀蔵、新蔵（日野町舟場）４件  

 
  計 ６箇所１５件  

 
２ 文化財の特徴等 
 

 名称  所 在 の

場所  

特徴等  建築年代  

 

１  

 
山王日吉神社  

 
鳥 取 市
布勢  

 

 
山王日吉神社は１６世紀前半に天神山

城の鎮護神として、比叡山坂本の日吉大
社から文霊を勧進したのが始まりとされ
る。天正８年（1580）に羽柴秀吉の鳥取
城攻めの際には兵火にかかり建物が焼失
した。亀井茲矩が神社建物を再建した後
は、藩主池田家の祈祷所ともされ信仰を
集めた。現在は「山王さん」として地元
に親しまれている。  

現在の本殿建物は、棟札から嘉永３年
に棟梁木原傳兵衛によって建てられたこ
とがわかる。屋根は元こけら葺きの一軒
社流造で、昭和５５年に銅板葺きに改め
られた。正面の扉や装飾部分に、池田家
と同じ揚羽の家紋と、徳川家の三つ葉葵
の家紋が施される。  

 
嘉永３年建築
（1850）／昭和
５５年改修  
 

 

２  

 
田中家住宅主屋  

 
鳥 取 市
鹿 野 町
鹿野  

 

 
文久年間（1861‐1864）の建築と伝わる
木造平屋建、瓦葺きの建築。二階は一階
よりも壁の位置を後退させ、庇を支える
腕木に彫刻を施すなど、江戸末期から近
代にかけてみられる鹿野地区の町屋の特
徴を示す。  

内部は片側に土間を設け、部屋を三室
設ける一列三間取の形式。二階は部屋に
よって天井の高さを変える。この天井は
元板葺きの屋根を瓦葺きに変更した際に
整備されたと考えられる。  

鹿野の中心通りに面し、景観を形作る
上で重要な建物の一つ。  

 

 
江戸末期建築 /
昭和１８年頃
改修  

とうこうえんほんかん  

まるいけじゅうたくしゅおく、はなれ、どぞう、ちゃしつ、まちあいおよびへい・そでがき、へい  

だいせんじほんどう、しょうろう  

ささきけじゅうたくしゅおく、しんざしき、こくぐら、しんぐら  

さんのうひえじんじゃほんでん  

たなかけじゅうたくしゅおく  
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３  

 
東光園本館  

 
米 子 市
皆 生 温
泉  

 

 
菊竹清訓（きくたけきよのり）設計。

皆生温泉に位置する、鉄骨鉄筋コンクリ
ート造地下一階地上七階建のホテル。一、
二階を吹き抜けとし、七階部分までを六
本の主柱が支えて七階から五・六階を吊
るなど、特殊な構造を数種類組み合わせ
ている。階段や柱の随所に、特徴的な構
造をみせるデザインとなっている。山陰
を代表するモダニズム建築であり、1960
年代に強力であった、都市や建築を変化
の過程ととらえる“メタボリズム”の建
築理念を表した事例である。  

 
昭和３９年建
築 /平成３年改
修  

 

４  

 
丸 井 家 住 宅 主
屋、離れ、土蔵、
茶室、待合及び
塀・袖垣、塀  

 

倉 吉 市

越中町  

 
 当家は倉吉の町並み保存地区の西方に
位置する。丸井家は大正初期に現在の敷
地に居を構え、料理屋などの組合の運営
を行っていた。大正から昭和初期には本
格的な茶会も開催され、倉吉の茶道の中
心をなしていた家の一つ。  
 南北に長い敷地に、道に面して主屋と
塀を建て、玉川に面する敷地背面には離
れと土蔵を並べる。  
 主屋は切妻造二階建、瓦葺きの建物。
外観は棟の位置をずらして２棟のように
も見えるが、内部は倉吉の典型的な町家
の間取りである一列三間取りに、座敷２
部屋を加えた一体の間取りとして建てら
れている。赤く、菱形の窓を開けたつく
りが特徴の塀とともに、正面の景観を形
作る。  
 離れは切妻造二階建、桟瓦葺きで、一、
二階ともに座敷を持つが、それぞれ趣向
を変えている。二階は床脇、付書院を備
え、高い格式を見せる。  
 土蔵は切妻造二階建、土蔵造、桟瓦葺
きの建築。離れと並んで玉川沿いの景観
をつくる。  
 茶室は正面入母屋・背面切妻造の瓦葺
きの屋根をもつ。京都の茶人平井仁兵衛
の茶室を写し、大工は金田某の作と伝わ
る。塀と同様に正面は赤色の壁が特徴的
で、内部は三畳の水屋と「如々庵」（じ
ょじょあん）と名の付く四畳半の茶室か
らなる。  
 茶室東に位置する待合及び塀・袖垣は、
雪隠付の待合で、打吹山を借景とした庭
園景観の一端をなす。  
 

 
主屋：  
大正５年建築  
 
離れ：  
大正６年建築  
 
土蔵：  
大正５年建築  
 
茶室：  
大正５年建築  
 
待合及び塀・袖
垣：  
大正５年頃建
築  
 
塀：  
大正５年頃建
築  
 

 

５  

 
大山寺本堂、鐘
楼  

 

大 山 町

大山  

 
 本堂は、天台宗の古刹、大山寺の中心
的な建物。  
 本堂は、間口６間、奥行５間、木造宝
形造銅板葺きで、昭和３年に前身の建物
が焼失した後に大工栗林禎松によって昭
和２６年に建てられた。内部を外陣、脇
陣、内陣、後陣と須弥壇にわける中世寺
院の構成を元にしながら、彫刻には近代
的な意匠を用いた近代和風建築寺院の好
例。  
 鐘楼は本堂と一連で建てられたもの
で、本堂と同様に中世の様式を基に、近
代の要素を取り込んでいる。  

 
本堂：  
昭和２６年建
築 /昭和６０年
改修  
 
鐘楼：  
昭和２５年建
築  
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６  

 
佐々木家住宅主
屋、新座敷、穀
蔵、新蔵  

 

日 野 町

舟場  

 
佐々木家は江戸時代には庄屋を務めた

時期もある旧家で、昭和初期には村長も
輩出した。出雲街道に面して敷地を構え
る。  

主屋は切妻造つし二階建（背の低い二
階）、瓦葺き。内部は東には広い土間、
西には食違いの四間取りとする。床の間
などに江戸後期の特徴を残す古式な近世
民家である。  

新座敷は切妻造平屋建、桟瓦葺きとし、
主屋から渡廊下を介して続く。風呂や便
所も付属する２部屋からなり、部屋境の
欄間は、米子の鳳翔閣を建てた大工、富
次精斎（とみつぐせいさい）の作。  

穀蔵、新蔵ともに切妻造二階建、桟瓦
葺きの土蔵造の建築。穀蔵は一階を二室
とするが、出入り口の意匠に変化をつけ
る。新蔵は柱を密に建てた堅牢なつくり。
敷地景観を良好に形作る。  

主屋：  
江戸後期建築 /
明治中期・昭和
前期改修  
 
新座敷：  
明治４４年建
築  
 
穀蔵：  
文 政 １ ２ 年
（1829）建築  
 
新蔵：  
明治３３年建
築  
 
 

 
 
 
１．山王日吉神社本殿  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
位置図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山王日吉神社本殿  

（写真提供：鳥取市教育委員会）  

山王日吉神社本殿扉  

（写真提供：鳥取市教育委員会）  
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２．田中家住宅主屋  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．東光園本館  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位置図  

田中家住宅外観  

（写真提供：鳥取市教育委員会）  

田中家住宅内観  

（写真提供：鳥取市教育委員会）  

位置図  
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４．丸井家住宅  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東光園外観  

（写真提供：ベネフィットホテル（株）） 

七階 スカイダイニング内観  

（写真提供：金澤雄記）  

丸井家住宅主屋  

（写真提供：倉吉市教育委員会）  

丸井家住宅主屋座敷  

（写真提供：倉吉市教育委員会）  

位置図  



6 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．大山寺本堂及び鐘楼  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

位置図  

丸井家住宅離れ  

（写真提供：倉吉市教育委員会）  

丸井家住宅土蔵  

（写真提供：倉吉市教育委員会）  

丸井家住宅茶室  

（写真提供：倉吉市教育委員会）  

丸井家住宅待合及び塀・袖垣  

（写真提供：倉吉市教育委員会）  
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６．佐々木家住宅  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位置図  

大山寺本堂  

（写真提供：大山町教育委員会）  

大山寺本堂 外陣から内陣をみる  

（写真提供：大山町教育委員会）  

大山寺鐘楼  

（写真提供：大山町教育委員会）  
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佐々木家住宅主屋外観  

（写真提供：日野町教育委員会）  

佐々木家住宅主屋 食違い四間取の室内  

（写真提供：鳥取県教育委員会）  

佐々木家住宅新座敷内観  

（写真提供：鳥取県教育委員会）  

佐々木家住宅新座敷の欄間  

（写真提供：日野町教育委員会）  

佐々木家住宅穀蔵  

（写真提供：日野町教育委員会）  

佐々木家住宅新蔵  

（写真提供：日野町教育委員会）  

佐々木家住宅主屋外観  

（写真提供：日野町教育委員会）  
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３ 今回、国で答申が行われる建造物の概要  
 

今回答申分  累計  
登 録 数  ２４５件  １１，５０８件  
関係市町村   ８０市町村    ９０４市町村（区）  

関係都道府県  ３８都道府県  ４７都道府県  
 

時代別登録件数  

 

江戸以前  ４５件          １，９９６件  
明治  ６５件          ３，６９０件  
大正  ６０件          ２，４０３件  
昭和  ７５件          ３，４１９件  

 

 
４ 鳥取県の状況  
 
（１）鳥取県の国登録文化財、国・県指定文化財総数（今回登録後・未告示含む）  
                                    

国登録文化財  国指定文化財  県指定文化財   
（ ）内は建造物の数  （２２２）  

２２８  
（１８）  
１２１  

（２３）  
２７９  

     
 
（２）登録物件の所在する市町村の文化財件数（今回答申分含む）  
 

  
国登録文化財  

 
国指定文化財  

 
県指定文化財  

 
 

（ ）内は建造物  

 

 

鳥取市  

 

（４４）  
 ４６  

（４）  
３０  

（４）  
１０９  

米子市  （１２）  
 １２  

（１）  
１１  

（１）  
１４  

倉吉市 （３３）  
３６ 

（１）  
１７ 

（６）  
４３ 

大山町 （３６）  
３６ 

（３）  
１２ 

（２）  
９ 

日野町 （５）  
５ 

（０）  
３ 

（０）  
３ 

 
 


